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― ソーシャル・キャピタル論の視点から ― 
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よる一連の著作“Making Democracy Work（哲学する民主主義）”、“Bowling Alone（孤独なボウリ
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情報伝播において効果を発揮するものである。1973 年に発表された M. グラノベッターによる論
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や MMORPG（Massively Multiplayer Online Role-Playing Game）、SNS などが考えられる。日本にお
いてオンライン・コミュニティについて研究を行った宮田加久子は電子メディア、オンライン・
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